
 

生活科教育研究会【生活・総合情報ネットワーク】 

２月のオンライン相談会・記録 
２月のテーマ 学校体制づくり 

日 時 ２月１７日（土）２０：３０～２１：３０ 
２月のオンライン相談会のテーマは、「学校体制づくり」でした。 
生活科や総合的な学習は、身の回りの人、社会、自然を学習対象としますね。教科書や教室の中だけで収ま
らない学習だからこそ、単元づくりの段階で前もった準備が必要です。 
新しく赴任したばかりの学校だと、地域にどんなものがあって、どんな人がいて、どんな魅力があるのか知る
由もありません。また、季節を題材にすることもあり、計画的に準備をしておく必要がありますね。 
各担任の教材開発や努力も大切ですが、学校の体制として、授業づくりがしやすい体制があるといいですね。 

 

話題提供 「学校の体制づくり」 

〇「学校運営協議会」 

  社会に開かれた学校へ！ 

  地域によっては、地域の方が学校運営に携わる制度「学校運営協議会」が整いつつあります。地域のことは地

域の方が一番よく知っておられますね。地域の人材、価値ある教材となりうる地域の特色などを学校に提供してくだ

さる、学校と地域との橋渡し役（コーディネーター）の方のお力をお借りすることができることがこの制度の仕組

みです。皆さんの地域はどうでしょうか？ぜひ調べてみて下さい！ 

 

〇「授業・教材・人材のデータベースを！」 

  一人の教師では限界がありますが、学校全体で協力すれば、実践を蓄積し、データベース化し、いつでも

参照できる仕組みがつくれますね。赴任して間もない先生でも、その地域の魅力を生かして実践しやすい環境をつ

くることができます。 

  たとえば・・・・ 

    学区の自然地図    地域の〇〇名人   単元構想図   過去の町探検の記録 

   お店の位置や業種地図  栽培活動年間計画（いつ、何を植える？いつ準備する？）   

                        などなど、生活科や総合の授業づくりのヒントを蓄積！！ 

 

  詳細な実践記録でなくとも、大まかな計画書が残っているだけでも助かりますよね。 

成功例だけでなく、失敗例も蓄積しておくと学校の財産になりますね。デジタル化が進む昨今、紙媒体ではなくデ

ジタルで参照できる仕組みもつくれそうです。まずは自分の実践から始め、少しずつ取り組みを広げてみてはいかが

でしょうか。自分の実践をふりかえる機会にもなりますし、学校の将来の財産にもなりますよ。 


